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概　　　要

広域観測データを用いて環境変化モニタリングを行う際、雲の存在
が障害

既存の方法　：　　雲の特徴温度　↓　、植生指数↓　　　
　　Max N
　　　Max T
　　　Min NIR
　　　Cloud Mask

問題点　：　
1.　コンポジット結果が雲の影響があるがどうか判断できない
2.　コンポジット期間中の中間日が晴れても選ばない可能性がある

本研究の目的
　ミクスチャモデルにより、比較的簡単な計算を用いて、画素中に
含まれる雲の割合を示すWhite Index（WI）を提案する。

Tokyo University of Information Sciences

実　　験

Mixture Model ( Gradient Method)

ミクスチャモデルによるMODISデータの雲量推定

R(λ) = a×W(λ) + b×V(λ)＋ c×S(λ)　　　　　　　　　 （1）
100 = a + b + c 

R(λ) = a×W(λ) 　+ 　(100－a)×Oth(λ)　　　　　　　　 （2）
a  =  R(λ) / W(λ) － (100－a)×Oth(λ) ／W(λ)　 （3）
| W(λ1) －W(λ2) |  >>  | Oth(λ1) －Oth(λ2) |　　　
したがって、
| Oth(λ1) －Oth(λ2) |　 / 　| W(λ1) －W(λ2) |　≒　0　　 （4）
a ≒ | R(λ1)－R(λ2) | / | W(λ1)－W(λ2)|　　　　　　　　　 （5）

| Oth(λ1) －α×Oth(λ2) | / | W(λ1) －α×W(λ2) |　　　 （6）

D(α) = 
Σ (| Oth(λ1) －α×Oth(λ2) | / | W(λ1) －α×W(λ2) |)2　(7)
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λ1 　　λ2　　 　　α　　 D(α)      最大誤差土地被覆

B3        　 | B4-B1 |       2.2 107            植生域 (-7.8)

B3+B4+B1    　 B7　　　　1.5 26　　　　　都市域 (4.5)

B3+B4+B1    　 B6　　　　1.3 82　　　　　都市域 (8.6)

| (B1+B3+B4) - 1.5×B7 |
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WI =(R(B1)＋R(B3)＋R(B4)－1.5×R(B7)) ／ 210 × 100       （8）
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a) 2003年10月9日　　　　　　　　　b)　　20日までのWIコンポジット結果c)            ２７日までのWIコンポジット結果
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D）　WIコンポジットによる更新日e)　9日から27日までのMVC結果　　　　f)　MVCによる更新日
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b)

c)

○　WIとMOD35との比較

○　時系列WIコンポジットとMVCとの比較

　MODISデータの画素内雲の混合比率を求めるためにWIを提案した。
WIの有効性を調べるために、混合スペクトルを合成し、WIと比較した
結果、都市域で最大4.5%の誤差が生じることが分かった。
　雲の分布を表すMOD35との比較を行いWIが有効であることが分かっ
た。また、WI画像を用いることで、時系列的にコンポジットが可能であ
ることが分かった。
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